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どんな試験？
1. 昨年度まで「推薦入学試験」と呼ばれ ていた試験（専願制）
2. 高校生活での努力の足跡重視（調査書等評価の比率が高い）
3. 書類等評価（調査書、推薦書）、小論文、学科面接によって合否判定

• 各選考は、学科ごとの評価基準（HP公開中）に基づき点数化
• スポーツ推薦は、競技実績等面接もあります

4. 推薦成績基準「学習成績の状況（旧・評定平均値）」を満たし、学業成
績優秀・人物優良で出身学校長からの推薦があること。
＊基準は選抜種別毎に異なる

5. 学校推薦型選抜種別は、３タイプ
1. 学校推薦型選抜（タイプⅠ）
2. 学校推薦型選抜（タイプⅡ）
3. 学校推薦型選抜（スポーツ推薦）

6. 全てての種別で小論文試験あり



選抜日程は？

•出願期間：11月16日(月)～19日(木)
•選抜試験：12月11日(金)～13日(日)

• 小論文試験：12/11（金）
• 面接試験：上記3日間のうち指定された日

•合格発表：12月28日（月)
•入学手続：1月4日（月）～1月14日（木）



募集人員は？

総合型
選抜試験

A日程

総合型
選抜試験

B日程

学校推薦型
選抜試験

一般選抜試験 合計

産業情報
学科

４６ ６ ４６ １７（５） １１５（５）

• 総合型選抜試験(A⽇程)の募集⼈員には、「指定競技スポーツ奨学⽣選抜試験」による募集⼈
員を含む

• 学校推薦型選抜試験の募集⼈員は、「タイプⅠ」「タイプⅡ」「スポーツ推薦」の合計
• 学校推薦型選抜試験「タイプⅠ」に関する詳細については、当該対象校へ直接通知する
• ⼀般選抜試験欄と合計欄の( )は、「専⾨⾼校・総合学科卒業⽣選抜試験」の募集⼈員で内数
• 各⼊学者選抜試験の募集⼈員は⽬安



アドミッション・ポリシーとは？

• 沖縄国際大学への入学を希望する皆さんに対して求
めている能力や資質に関する考え方のこと

• 各学科では、本学のアドミッション・ポリシーに基づい
て、学科別のアドミッション・ポリシーを持っています

• このポリシーに基づいて、入学者選抜を
行い、大学教育を受けるのにふさわしい
能力や適性を判定しています
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産業情報学科アドミッション・ポリシー
1. 「情報」「経済」「語学」など実学に幅広く興味・関心があり、

それらを深く学びたいと思う態度や、それらを学ぶ上で基礎
的な知識・学力を身につけている人物
2.産業情報の知識を科学的・論理的に学び国際社会や地域

の課題を解決する能力や日本語・外国語についての基礎的
な知識やコミュニケーション能力を身につけている、あるいは
それらをさらに学ぶ意欲のある人、研鑽しようと努力する人物
3.大学生活で自ら進んで深く学ぼうと努め、学生・教員の間

で互いの価値観を認めつつ協働して勉学に励みコミュニケー
ション能力を身につけた人物

詳細：https://www.okiu.ac.jp/gakubu/sangyojoho/sangyojoho/policy#b-480917



学校推薦型選抜試験（タイプⅠ）について
（旧指定校推薦入試）

本学が指定した対象高等学校のみ出願できます
（対象高校へ2020年7月上旬に文書を発送済）

1. 学習成績の状況が「3.7以上」の基準を満たすことが条件です
2. 小論文、面接、調査書等評価によって合否を判定します
3. 調査書等評価に係る比率をタイプⅡより重視します

調査書等評価70％ ： 小論文・面接等評価30％
4. 学業成績が優秀、人物優良で、出身学校長からの推薦があること

＊詳細は、進路指導部へ確認すること！



学校推薦型選抜試験（タイプⅠ）
評価基準（ルーブリック等）
学力の３要素 全学ＡＰ 学科ＡＰ 選抜方法 配点

思考力・判断
力・表現力等

コミュニケーション能力

面接対応 20点

産業情報の知識を科学的・論理的に学び国際社会や地域の課題を解決する
能力や日本語・外国語についての基礎的な知識やコミュニケーション能力を身
につけている、あるいはそれらをさらに学ぶ意欲のある人、研鑽しようと努力す
る人と求めています。

小論文 10点

主体性・多様
性・協調性

意欲・関心

知的特性
大学生活で自ら進んで深く学ぼうと努め、学生・教員の間で互いの
価値観を認めつつ協働して勉学に励みコミュニケーション能力が取
れる学生を求めています。

行動特性
大学生活で自ら進んで深く学ぼうと努め、学生・教員の間で互いの
価値観を認めつつ協働して勉学に励みコミュニケーション能力が取
れる学生を求めています。

推薦書

70点

知識・技能 基礎的学力
「情報」「経済」「語学」など実学に幅広く興味・関心があり、それらを深く学び
たいと思う態度や、それらを学ぶ上で基礎的な知識・学力を身につけている学
生を求めています。

調査書

合計 100点



学校推薦型選抜試験（タイプⅡ）
（旧 一般推薦入試など）

1. 学習成績の状況が「3.2以上」の基準を満たすことが条件です。
2. 小論文、面接、調査書等評価によって合否を判定します。
3. 小論文に係る評価比率をタイプⅠより高く設定します。

調査書等評価50％ ： 小論文・面接等評価50％
4. 出願条件：学業成績が優秀、人物優良で、出身学校長からの推薦

があること

＊詳細は、進路指導部へ確認すること！



学校推薦型選抜試験（タイプⅡ）
評価基準（ルーブリック等）
学力の３要素 全学ＡＰ 学科ＡＰ 選抜方法 配点

思考力・判断
力・表現力等

コミュニケーション能力

面接対応 20点

産業情報の知識を科学的・論理的に学び国際社会や地域の課題を解決する
能力や日本語・外国語についての基礎的な知識やコミュニケーション能力を身
につけている、あるいはそれらをさらに学ぶ意欲のある人、研鑽しようと努力す
る人と求めています。

小論文 ３0点

主体性・多様
性・協調性

意欲・関心

知的特性
大学生活で自ら進んで深く学ぼうと努め、学生・教員の間で互いの
価値観を認めつつ協働して勉学に励みコミュニケーション能力が取
れる学生を求めています。

行動特性
大学生活で自ら進んで深く学ぼうと努め、学生・教員の間で互いの
価値観を認めつつ協働して勉学に励みコミュニケーション能力が取
れる学生を求めています。

推薦書

５0点

知識・技能 基礎的学力
「情報」「経済」「語学」など実学に幅広く興味・関心があり、それらを深く学び
たいと思う態度や、それらを学ぶ上で基礎的な知識・学力を身につけている学
生を求めています。

調査書

合計 100点



学校推薦型選抜試験（スポーツ推薦）
（旧 体育推薦入試）
“入学後も学業とスポーツを両立させる強い意志がある
者”が出願できます
1. 本学が指定したスポーツ推薦種目の技能が優秀な方が対象

※対象種目については入学者選抜要項をご確認ください
2. 学習成績の状況が「3.1以上」の基準を満たすことが条件です。
3. 小論文、面接、調査書等評価、競技実績等面接によって合否を判定
4. 競技実績等面接（「実績等記録書」に基づく）30点の配点で、学科

での選考（小論文、面接、調査書等評価）70点の配点で評価



学校推薦型選抜試験（スポーツ推薦）
評価基準（ルーブリック等）

学力の３要素 全学ＡＰ 学科ＡＰ 選抜方法 配点

思考力・判断
力・表現力等

コミュニケーション能力

面接対応 ３0点
産業情報の知識を科学的・論理的に学び国際社会や地域の課題を解決する
能力や日本語・外国語についての基礎的な知識やコミュニケーション能力を身
につけている、あるいはそれらをさらに学ぶ意欲のある人、研鑽しようと努力す
る人と求めています。 小論文 １0点

主体性・多様
性・協調性

意欲・関心
知的特性

大学生活で自ら進んで深く学ぼうと努め、学生・教員の間で互いの
価値観を認めつつ協働して勉学に励みコミュニケーション能力が取
れる学生を求めています。

行動特性
大学生活で自ら進んで深く学ぼうと努め、学生・教員の間で互いの
価値観を認めつつ協働して勉学に励みコミュニケーション能力が取
れる学生を求めています。

推薦書
３0点

知識・技能 基礎的学力
「情報」「経済」「語学」など実学に幅広く興味・関心があり、それらを深く学び
たいと思う態度や、それらを学ぶ上で基礎的な知識・学力を身につけている学
生を求めています。

調査書

学力の３要素 全学ＡＰ 評価項目 選抜方法 配点

知識・技能 基礎的学力 競技成績が本学の求める水準に合致している
実績等記録書

15点
競技実績等面接

思考力・判断
力・表現力等

コミュニケーション能力
競技での自らの取り組み内容や工夫について、わかり
やすく話すことができる

競技実績等面接 5点

主体性・多様
性・協調性

意欲・関心
大学での競技生活における目標等を述べることができる 競技実績等面接

10点負傷した際の競技活動との向き合い方についての考えを述べ
ることができる

競技実績等面接



出願書類について

•志願票（A 票） ＊入学者選抜要項に同封

•出身学校調査書 ＊高2修了時点のものでも可

•推薦書
•学修計画書（NEW）



面接はどんな感じなの？

1.「学科面接担当者２名：志願者1名」の2：1の形式
で行います

2.面接時間は１５分を予定しています
※詳しくは、入学者選抜要項でご確認ください。

3.面接という場は、あなたを裁く場ではありません。
• 自分自身を表現する場です
• 理解してもらう場です
• 面接とは、「対話」・「会話」です



学修計画書について

学修目標

学修計画

大学卒業後に関わ り
たい社会的課題

総合型選抜（A日程）と同じ内容でも
修正してもOK

ただし，志望学科が総合型選抜（A日程）と異な

る場合は，新たな検討が必要です



学習計画書の書き方のヒント（１）
「1.入学後の学習目標」
「3.大学卒業後に関わりたい社会的課題（身につけた成果をどのように社会で役立てたいか）」

• ディプロマ・ポリシーには産業情報学科が期待する卒
業生の姿が書いてあります。これは「入学後の学習目
標」にもなるかと思います

• 大学卒業後については大学案内の89ページ、９０
ページ掲載の「資格・卒業後の進路（資格取得と目
指すステージ）」「OB・OGメッセージ」、「主な就職先
（2015年度～2019年度卒業生）」を読むと産業情
報学科で学んだ知識・技術を用いてどのような社会
的課題に対応できるのかイメージしやすいかと思いま
す



学習計画書の書き方のヒント（２）
「1.入学後の学習目標」
「3.大学卒業後に関わりたい社会的課題（身につけた成果をどのように社会で役立てたいか）」

大学案内：
89ページ、
９０ページ掲載

資格・卒業後の進路
（資格取得と目指すステージ）

主な就職先
（２０１５年度～2019年度卒業生）

OB・OG メッセージ



学習計画書の書き方のヒント（３）
「2.目標達成のための学習計画」
• 計画的に各学年での目標（1年間の目標）を設定するとよいでしょう

（「1年次ではXXXを達成するためにな学習を行うために、XXXにつ
いて取り組む。そのためには、～」など）

• 学科のカリキュラム構成、どのような講義があるのかを調べておくとよ
いでしょう

• 大学案内85ページから86ページにカリキュラム紹介があります。学
年ごとの専門科目一覧、学年ごとの「学びのステップ」が書かれてい
ます。さらに、大学案内91ページから94ページの「TOPICS 産業情
報学科では4年間何を学ぶのか！」では、具体的な講義を上げて解
説がされています。



学習計画書の書き方のヒント（４）
「2.目標達成のための学習計画」

学修計画書の書き方の例（こんなふうに書いてみるのもありです）
各学年での目標（1年間の目標）を設定し，将来目標に向けて計画的にステップ
アップしていく過程をPRする
（「1年次ではXXXを達成するためにな学習を行うために、XXXについて取り組む。
そのためには、～」など）

計画的にステップアップ！

１年目の目標

• 経済・IT・語学の
基礎知識を学び
たい！

２年目の目標

• 専門的な知識を
深めたい！

３年目の目標

• インターンシップ
などで実践的な
知識と技術を身
につけたい！

４年目の目標

• 就職活動・卒業
研究を両立し頑
張りたい！

将来目標

• 大学卒業後に関
わりたい社会的
課題（身につけ
た成果をどのよ
うに社会で役立
てたいか）に取り
組む！



学習計画書の書き方のヒント（４）
「2.目標達成のための学習計画」

カリキュラム紹介

学びのステップ

専門科目カリキュラム一覧

各科目の詳細は、講
義概要（シラバス）
でチェック
※QRコードから

アクセス可



学習計画書の書き方のヒント（５）
「2.目標達成のための学習計画」

大学案内91ページから94ページ
「TOPICS 産業情報学科では4年間何を
学ぶのか！」

さらに詳しくしたい人は
学科Webをチェック
※QRコードから

アクセス可



受検料フリーパス制度
～再チャレンジを可能にする制度～

1.2020年度沖国大入学者の
平均受検回数は 約1.5回

2.過去の推薦入試合格者の40～50％は、再チャレ
ンジした者

3.総合型選抜（A日程）で不合格になっても、学校推
薦型選抜に再チャレンジして合格した者は多い

＊詳細は、入学者選抜試験要項44頁をご覧ください。
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